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ＮＰＯなら人権センターが第１９期総会 

ＮＰＯなら人権情報センターは６月１６日、三宅町あ

ざさ苑で第１９期総会を開いた＝写真。司会は明見美

代子さんが務めた。古川友則・理事長があいさつ。深

まる格差社

会や、深刻

化する「８０

５０問題」に

触れ、「一

度レールから外れると戻れない社会の仕組み、不寛

容な社会と政治の無作為」を厳し

く批判した。また、「厳しい組織現

状」にあるが、「組織が何をしてく

れるのかではなく、個として何をし

たいか。何をするのか」。ここを「紡

いでいくことが相互に問われている」と訴えた＝写真。 

 

事務所機能の充実など、諸議案を承認 

 議事に移り、植村照子・副理事長が第１号議案「２０

１８年度事業報告」、第２号議案「２０１８年度収支報

告」を提案。①インターネットによる人権情報の収集及

び提供事業②人権教育のための集会・学習及びフォ

ーラムの開催事業③高齢者及び障害者の自立と社

会参加を支援する事業④基本的人権に係る生活・仕

事・教育及び人権侵害に係る相談事業⑤経営改善

対策指導業務/商工会連合会事業⑥部落解放運動

史の編纂事業⑦その他の事業を報告。また、「昨秋以

降、検討会議で事務所問題の解決と財政・賃金、雇

用形態などの議論を進め、整理した」と報告した。 

第３号議案「２０１８年度収支報告」に続き、藤田幸

司・監事が第４号議案「監査報告」。古川理事長が第

４号議案「２０１９年度事業（案）」を提案。「事業計画

（活動計画）」をはじめ、当面の課題として「事務所の

老朽化に伴い、計画的に改修し、

事務所機能を充実させる。ホーム

ページの改善や、「人権なら」の紙

面充実、昨年から進めている「部

落解放運動史」編纂作業に力を

入れる。「共闘団体の取り組みへの積極的参加」も提

起した。植村副理事長が第５号議案「２０１９年度予算

案」を提案。質疑のあと、すべての議案を承認した。 

 

宇陀直紀さんが「学校に行きづらかった経験」 

総会のあと、「学校に行きづらい経験といま」と題し

て宇陀直紀・フリースクール奈良「スコーレ」代表が話

＝写真。宇陀さんは４月から、

なら人権情報センターのスタッ

フとして、「かいほう塾」（中学

生の学習指導など）を担当。話

は、幼稚園の頃から「集団の中

で何かをするのが苦手」だった。

小学校は生徒数３６人の小さな学校。入学式から学校

に行けなかった。行かなくなると、家族との関係や、周

囲の人たちとの関係がきつかった。「フリースクール」

に出遭ったが、将来への不安や、自分を責めることも。

「小中の不登校児童生徒数は１４万４０３１人。子ども

の数は減少しているが、不登校は増えている」と、「不

登校、引きこもりの現状」を説明。「安心できる居場所

を」と、４月から始めた「奈良スコーレ」の活動と、「親の

会」「学びの研究会」「おちゃかい」を紹介。主体的で

自由な学び、多様な人との出会い、自分を生きる/さ

まざまな体験を柱に頑張る、と話した。 

２０１９年７月１日 

第１０３号 

NPO なら人権情報センター 

厳しい組織現状の克服を 



（2）         ニュースレター 
 

 

「やまゆり園事件３周年」 ２７日に集会 

「やまゆり園事件を考える会・奈良」は６月４日、奈

良市はぐくみセンターで「やまゆり園事件から３年－優

生手術の被害者の話を聞く」集会に向けた最終の準

備会議を開いた。きょうされん、精神家族会、ちいろば

園、ひまわりの家、ピープルファースト奈良、解放同盟、

ＮＰＯなら人権情報センター、反差別人権交流センタ

ーなどの代表らが参加した。 

 会議では、県「障害福祉課」の集会参加及び発言要

請、「優生手術被害者に対する一時金支給について」、

呼びかけチラシ、集会決議などのほか、当日の任務

分担を協議し、確認した。 

 

仙台地裁が国家賠償請求を棄却 

「旧優生保護法」下での強制不妊手術に対して国

家賠償請求を求めた裁判の判決が５月２８日、仙台地

裁であった。旧

法は憲法違反

だと認めたもの

の、国会の「不

作為」も問わず、

賠償請求権が

消滅する「除斥

期間」が過ぎているとして、賠償請求を棄却した。こ

の不当判決に対する原告、弁護団の落胆と憤りが新

聞、テレビのニュースで伝えられた＝写真。 

 この日の判決は、北海道、東京、静岡、大阪、兵庫、

熊本を含め、全国７地裁で起こしている訴訟で初めて

の判決。ピープルファースト奈良は、これらの裁判支

援を続けてきている。 

 

「人権侵害への怒りと悲しみを訴えていきたい」 

仙台での訴訟過程では、ピープルファーストのなか

ま、東二郎（仮名）さんも途中から加わり、４月１８日の

集会で次のように発言した。 

 「施設の職員にライトバンに乗せられて、あたご診療

所に連れていかれた<あの日のこと>を私は裁判という

形で声を上げました。ずっと<おかしな手術>と自分の

中でくすぶっていたことが優生手術であったことをは

っきりと知りました。（中略）子供をつくれない身体にさ

れただけでなく、施設や職場でも、ひどいいじめを受

けてきました。あの時一緒に手術を受けたＡくん、Ｂく

んは、今、どうしているのかな。優生手術の被害者で

あることに声をあげられる環境でいてほしいな、と強く

思います。救済法の成立が間もなくですが、国の謝罪

はなかったし、補償額、被害者への通知など、自分は

納得していません。これを受けて裁判はどうなっていく

のか、心配ですが、裁判を通じて社会に人権侵害へ

の怒りと悲しみを訴えていきたい、と思っています」。 

◇            ◇ 

 やまゆり園事件から３周年 

－優生保護法被害者から話を聞く 

２０１６年７月２６日、神奈川県相模原市にある障害

者施設「津久井やまゆり園」に元職員が押し入り、障

害者１９人を殺害し、２６人を負傷させる事件が起きた。

３周年集会では、優生

手術東京訴訟原告の

北三郎さんが話をする。

また、県担当課が「奈

良における被害状況と

一時金支給の支援」に

ついて報告する。植松

被告の初公判は来年１

月８日。被告の「自分は

障害者よりも優れた存

在」とする意識の底にあるのは「優生思想」。この「優

生思想」に私たち自身が向き合わなければならない。 

▽日時：７月２７日（土）午後１：３０～▽場所：奈良

市中部公民館（奈良市上三条２３-４）▽参加費：無料

▽主催：奈良県障害者差別をなくす条例推進委員会

/相模原やまゆり園事件を考える会・奈良▽問い合わ

せ：ピープルファースト奈良（０７４５-４２-１３２０） 

優生手術の賠償退ける判決 
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内田龍史・教授が関大公開講座で提起 

 関西大学人権問題研究室の公開講座が５月２４日、

千里山キャンパスであった。内田龍史・社会学部教授

が「部落差別とアイデンティティ」のテーマで話した。 

「部落（民）アイデンティティ」に関する議論が本格

化したのは１９９０年代後半。その契機になったのが同

和対策事業に関わる「特別措置法」が２００２年３月に

期限切れとなることが確定したことにあるという。 

当時の部落解放をめぐる議論は、大きく分けて、

「部落民としての解放」をめざす道と、「部落民からの

解放」をめざす道の２つに集約できる。前者は、「部落

民」を「部落民」として差異を認め、部落外マジョリティ

との＜共生＞を推進する立場。後者は、系譜的につ

ながりを絶って「部落民」を存在しない立場だとする。 

前者であれば、「部落民」としてのアイデンティティ

を保持したまま差別されない状況をめざすことになる

が、後者であれば、「部落（民）アイデンティティ」やカ

テゴリーそのものをなくすことが重要ということになる。 

 

アイデンティティの形成か否定か 

 一方では、誇りうるアイデンティティを形成・継承する

ことがめざされ、他方では、そうしたアイデンティティを

持つことそのものが否定される。ここに現代の部落問

題の分かりにくさが集約される。これに応えるためには、

部落解放運動における＜アイデンティティの政治＞と

いう視点から検討することが重要。そこから部落解放

の展望を考える、というのが内田さんの考えだ。 

 内田さんはアイデンティティをめぐる諸理論を取り上

げる一方、＜アイデンティティの政治＞への批判も紹

介。こうした中で、＜部落（民）アイデンティティ＞の位

置づけを考えていく。部落の解放のためには、部落民

の団結と、労働者階級との連帯が不可欠だとすること

も、マジョリティからの否定的なまなざしによって形成

される否定的アイデンティティを、肯定的なものとして

捉え直す＜アイデンティティ政治＞の場であったとす

る。今後、部落解放運動と「部落（民）アイデンティテ

ィ」がどのような行方を辿るのか、を注視している。 

 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

泉佐野・田尻・熊取共闘メンバーが学習交流 

部落解放泉佐野・田尻・熊取共闘会議のメンバー

が６月１５日、三宅町上但馬を訪れ、学習とフィールド

ワークを行った＝写真。  

学習会では、古川友則・理事長が「部落産業として

グラブ製造の歴

史と部落解放運

動」をテーマに話。

１９２１年に上但馬

でグローブ製造

が始まり、戦後は野球人口の拡大による需要増、対米

輸出の開始（１９５７年１６５万個/１９６８年５８７万個）。

人口の変化（１９５５年３２１戸人口１５８８人/１９６８年４

９１戸２１１８人。県内に留まらず、九州や北海道からも

流入）も。しかし、１９７１年「ドルショック」（１ドル３６０円

の固定為替レートから変動相場制へ）を受け、一挙に

衰退した。自身も夜間高校に通いながら、グローブ職

人として働いた経験を交えて話をした。 

 続いて、「奈良の解放運動」と、１９９３年「県連分裂」

をくぐり、ＮＰＯなら人

権情報センターでの

活動や課題を紹介。

そのあと、職人たちの

住宅要求闘争で実現

した上但馬団地や、解放会館、金城実さんとの交流

で作った「解放地蔵」などを案内して回った。 

午後はフィールドワーク。「水国争闘」の経過を説明

しながら、関係するスポットを巡り歩いた。下永・水平

社の本部が置かれた「教願寺」－衝突した現場の「八

尾大橋」（田原本町八尾）－国粋会が前線にした「安

養寺」－国粋会が本部を置いた「鏡作神社」（＝写真）

を周り、当時の厳しい闘いに思いを馳せた。 

部落差別とアイデンティティ 

上但馬でフィールドワーク 
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天王寺夜間中学創立５０周年を記念し集い 

「天王寺夜間中学創立５０周年」を記念した５０年の

歩み・未来への一歩が６月２日に催された。卒業生と

現役生

徒によ

る華や

かで元

気いっ

ぱいの

チャンゴの演奏でオープニングした＝写真。 

第５０回同窓会総会のあと、記念の集いが体育館で

あった。卒業生ら２００人超の人たちが参加。会場に

は、思い出の写真が張り出され、生徒たちが学びへ

の 思 い を

書き綴った

文集「わだ

ち」などや、

高野雅夫

さんの活動を紹介するパネルが展示された。 

 同窓会会長の吉崎なおみさんがあいさつ。「あって

はならない夜間中学、されどなくてはならない夜間中

学」との出会いを述

べ、５０周年を迎え

た熱い思いを語った。

スライド「映像で見る

天王寺夜間中学５０

年」が映し出された

＝写真。運動会の様子や１３か国以上の生徒が集う

学校での活動や昼間の中学生との交流、就学援助や

補食給食の打ち切りへの抗議行動の様子など、思い

出のある映像が流れた。 

 

現役・同窓生が「夜間中学と私」を語り合う 

大阪に拠点を移し活動を続ける高野雅夫さんが天

王寺夜中から始まった関西夜中の歴史に触れ、５０周

年をオール関西で実現できなかったのは残念と述べ、

次の一歩へ熱いエー

ルを送った。金城実さ

んは沖縄・辺野古をめ

ぐる闘いと憤りを語り、

生徒、同窓会役員と５

月２８～３０日に行った「夜中生の像」修復作業（写真）

を紹介。熱い思いと力強さに感銘したと話した。 

「夜間中学と私」を語り合う会では、パネラー６人が

発言。４２期生の大西さんは「障害を理由に就学免除

とされ、４２歳で夜間中学と出会った」。１期生の豊島

さん、５０期生の金喜子（キム・ヒジャ）さん、４２期生の

李光燮（リカンソブ）さんも発言した。会場からも発言

があった。最後に、全員で、さまざまな思いを胸に、

「夜中の歌」（オンヘヤ～）を大合唱。集いを終えた。 

編集後記  ☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

虐待やＤＶが激増している。児童相談所の児

童虐待相談対応件数（２０１７年度速報値）は１３

３，７７８件だ。件数は毎年、過去最多を更新。配

偶者暴力相談支援センターへの相談も１０万件

（同年度）を越える。高齢者や障害者に対する虐

待も多い。背景には、経済的困窮や社会的孤立

など、さまざま要因がある。問題を個人や家庭の

所為にだけにはできない。痛ましい事件報道が繰

り返されるが、対応や対策が心許ない。「予算が

ない」「人手がない」と言い訳する。人を殺す軍事

に巨費を投入するが、命を救うことに掛けない

政府。他国に比べ、関連予算が圧倒的に少ない。 

ニュースレター「人権なら」 

発行：ＮＰＯ法人なら人権情報センター 
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歴史振り返り、未来への一歩 


